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◆ 秋田 ムードは最高、対話で共感広がる

住宅街で署名　342軒訪問　51軒で72筆　

秋田中央地域労連・県労連・憲法センターが共同で、住宅街署名行動を5月9日（金）、11日（日）に行い、二日間で29人が参加、342軒を訪問し５1軒から72筆の署名が集まりました。行動は9日の夕方にお願いの手紙と憲法リーフ・署名用紙を全戸配布し、11日の午前中に署名用紙をいただきに訪問する、という内容。参加者一同「留守宅が多かった（半数）が、予想以上に協力していただいた」と、憲法改悪反対の世論が広がっていることに、確信を深めることができました。
■ 外出の時間を延ばし、待っていた

　「今まさに外出するというところに訪問したら『まだやっていなかった』といわれ、15分ほど他を回り、そのお宅の前に来たら自家用車の中で待っていてくれ、家族分の署名を渡してくれた」「まだやってなかったので、明日来てくれれば書いておく」「駅前の署名行動でサインした」「署名で戦争を止められるなら書きましょう」と言って署名。「戦争を始める奴は、戦場に行かない奴だ」と戦争する国づくりに怒りが表明されるなど、「憲法改悪反対・9条守ろう」の訴えが浸透し始めていることが共感できました。
　また、玄関脇に署名用紙が入った封筒を貼り付けておいてくれるお宅も多く、行動参加者が口ぐちに「ムードは最高だ」「やってよかった」「地域に出ることがやはり大事」と感想を述べていました。

　今回の行動は全労連憲法キャラバンの一環として取り組まれ、秋田中央地域労連が参加者組織・地域割・地図づくりをはじめ、全面的に行動を組織しました。
■ 第30回平和憲法をまもる秋田県民集会に700人が参加　
5月3日、「第30回平和憲法をまもる秋田県民集会」が秋田市文化会館大ホールで開かれ県内各地から700人が参加しました。

　集会は「和楽器ユニット安藤兄弟」の皆さんによる迫力満点の篠笛と和太鼓の演奏で開幕。青年らしいエネルギッシュな演奏を堪能しました。続いて、虻川高範憲法センター代表が基調報告を兼ねた主催者あいさつ。30回の歴史を振り返りながら、地道な活動の積み重ねによって「改憲容認」が少数派になってきたことに確信をもちさらに運動を広げていこうと呼びかけました。

「平和憲法と日本の進路」と題して川端純四郎さん（前東北学院大学助教授）が記念講演。川端先生は憲法を守る運動によって、憲法を守ろうという世論が改憲勢力を上回る状況となった。平和とくらしを破壊する力は同じ所からきており、25条をはじめ暮らしに憲法をいかす国民的運動を大きくし、改憲勢力をさらに押し込んでいこう、と力強く訴えられました。

当日はテレビ２局をはじめマスコミ５社の取材と報道もあり、平和憲法を守ろうというメッセージを県内に広く大きくとどけることができました。
◆ 大阪 憲法守れの高まりの中、１００ヶ所超える「９の日」宣伝

■ 夕方１時間弱で、過去最高の署名１３０人分　・・・　京橋・府的宣伝
５月９日（金）、大阪では「９の日宣伝」行動が８０ヶ所をこえてとりくまれました。府的宣伝には、１０団体２５名が参加。大阪宗教者平和協議会の僧侶も参加し、小谷静良副理事長がマイクを握り、「殺さないという仏界の不殺生をとりこんだ９条を守りましょう」と力強くよびかけました。
大教組、大阪労連、大阪民医連、新婦人の参加者は、８０００人が参加した「９条世界会議・関西」、自衛隊のイラク派兵違憲判決、「読売」「朝日」の世論調査で「９条を守れ」の声が6割を超えている、「憲法守れは国民みんなの願い」「大きな世論で改憲勢力を包囲しよう」と訴えました。青年が仲間と一緒に署名用紙を並べた机にきて署名をしてくれるなど、１時間弱で京橋ではこれまで最高の１３０人の署名が集まりました。
■ 昼休み宣伝の対話も好反応　　・・・　上本町交差点

大教組、府高教、府障教など２１人が参加して昼休み宣伝。ビラ３００枚を配布し、署名も２２人分集めました。署名してくれた若い女性に「過半数をこえる人が憲法を変えることに反対なんですよ」というと驚いた表情をしました。参加者のひとりは、そのことを知らない人が多いように感じ、もっと訴えが必要と語りました　

■ 「流れが変わってきたんじゃない?」　・・・和泉共同センター

青年、とくに男の子が自分から署名にきてくれました。「９条の会のとりくみがあったら連絡してください」と署名してくれた２０代の青年。自分から手を出してビラをとってくれる青年もたくさんいて、「流れが変わってきたんじゃないか」と参加者全員で実感しました。

■ 横断幕も初お目見え、全駅宣伝に３３人が参加　・・・富田林・憲法９条の会

前回よりもビラの受け取りも署名もよく、とくに若い女性や学生が二人連れ、三人連れで署名してくれました。富田林と金剛では、事務局作成の横断幕で目をひく宣伝となりました。

■ 全駅宣伝やりました。これまで最高の３２人が署名　　・・・松原共同センター

河内天美、布瀬、高見ノ里、河内松原の４駅全駅で２５人の参加で宣伝。これまで反応がよくなかった布瀬で、３２人分と今回の署名の半数を集めることができ、この間の宣伝が生きてきている手応えを感じました。５月３１日と６月１１日には、「外に出る学習会」として松原とその周辺の戦跡めぐりを計画しています。

■ ５月９日「第１１５回ナインデー」　・・・ねやがわ憲法を守る会

１７の「９条の会」が結成され、ナインデー（９，１９，２９）も１１５回を数えた寝屋川。日常的な取り組みが世論を変えてきていることを確信。寝屋川西、東での「９の日宣伝」も若い人がたくさん署名してくれました。
■ ５２０枚、１時間のビラ配布数では最高！　　・・・池田９条の会

２６人と久々に２０人をこえる参加者で池田駅にて宣伝。ビラ、署名に高校生がよく応じてくれました。　　　　

■ 憲法に対する関心の高まりを実感　　・・・西淀川共同センター

塚本、御幣島、千船３駅で１２団体３０名が参加し、５５人分の署名を集めました。「若い世代に訴えるとよく署名してくれた」「若い子連れのお母さんの署名が目立った」など、憲法への関心の高まりが実感できました。「米軍にはただでガソリンをやってわれわれには値上げ。頭にくる」といって署名してくれる人もいました。

■ 今までの2倍の参加、１１３人分の署名は初めて　・・・泉大津共同センター

泉大津駅周辺で５月３日の憲法記念日に宣伝。２４人と今までの２倍の参加者で、ビラ５００枚が３０分で終了しました。署名も１１３人分集めることができました。 

◆ ５・３神戸憲法集会に６００人参加　
渡辺治教授の熱弁に、参加者の感動溢れる！
　５月３日ハーバーランド松方ホールで兵庫県憲法会議と神戸市内９区の憲法共同センターが協賛する集会が開かれました。
　神戸ドラマ館ボレロと神戸職演連出演のコント「ロボットカンパニーパラダイス（濱島隆昌作）」は、某企業が新開発したロボットが総理に寄贈され、その威力で自衛隊やアメリカに売り込むというブラックユーモアを上演しました。
　次いで一橋大学大学院渡辺治教授が約９０分にわたり、資料も駆使し『憲法を活かす－未来へ－今日の政治情勢と改憲動向』を語り、参加者の感動を呼び起こしました。

　感想アンケートでは「よかった」が１００％。その幾つかを紹介します。
＊改憲手続き法、憲法２４条の背景、利害誘導など、普段理解できない内容を知ることができた。

＊今日の政治情勢を小泉・安倍内閣から福田政権へ、その流れと民主党小沢代表の対応の仕方が良く理解でき、楽しい講演でした。

＊詳細な説明を受け、目からウロコ。理路整然とした渡辺教授の話は大好き。

*９条の会の運動が今の世論となっているとのこと、涙が出てきた。身近では何をやっているかわからないときもあるが、こんな大きな力になっているとはびっくりした。

＊素晴らしいお話でした。平和憲法は過去７５年弱の戦争の反省から生まれた。たった６１年の平和では困る。

＊とても元気が出てエネルギーを貰いました、何をすべきか後押ししてもらった。

＊改憲の動きを止める運動が９条だけではなく、２４条、２５条を守り拡充につながること、確信が持てた。
■５・３憲法記念日、北はりま教育９条の会　笠木透　平和コンサート開催！　　
　５月３日、小野市のうるおい交流館エクラでの結成２周年憲法記念日集会には１５０名が参加しました。
　笠木透さんと雑花塾の方たちは連休の大渋滞にまきこまれ、小野市に到着されたのは午後２時過ぎ。昼食も食べずに本番、でも疲れも感じさせない「私の子どもたちへ」などの歌声とトークが参加者を感動させました。
　感想では「参加してよかった、笠木さんの力強いメッセージは心に届きました」「涙が出そうになりました。笠木さんの追っかけになろうかと思うほどです」「さわやかさと静かな怒りが胸に湧いてくる歌声を聞かせていただきました。最近は演歌やカラオケにどっぷりだったので昔職場で歌っていた頃が思い出されます」などがいっぱいでした。
◆ ながさき 「憲法月間」「９条守れ」のうねり大きく 

憲法改悪反対ながさき連絡会（長崎市）は4月２５日、「憲法月間」の成功をめざす活動者会議を開きました。会議は、「自衛隊のイラク派遣は違憲」だとする名古屋高等裁判所の判決の意義について学習したあと、長崎市内での「憲法月間」の取り組みについて討論。5月３日の「憲法記念日」の宣伝行動の具体化と「9条フェスタ２００８春」への参加促進などを確認しました。 また、長崎市周辺の自治体を訪問して要請と懇談をおこなう「憲法キャラバン」に合わせ、９日午後５時からは、鉄橋で数10人による大宣伝行動を実施しました。
　(すべての記事は各都道府県共同センターのニュースより抜粋)
　短信･ホットライン　　
■ 第7回憲法闘争全国交流集会　東京で6.21開催
改憲派の巻き返しを許さず、改憲阻止の展望を切り開き、憲法闘争の一段の強をめざし、「第7回憲法闘争の発展をめざす全国交流集会」を開催します。全国の地域共同センターからの参加をとくにお願いします。
◎日　時　　08年6月21日（土）11：00～16：30

◎場　所　　喜山倶楽部（日本教育会館9階）千代田区一ツ橋2-6-2　日本教育会館

地下鉄都営新宿線・三田線（A8出口）・東京メトロ半蔵門線神保町駅（A1
出口）・JR総武線水道橋駅（西口出口）
◎目　的　　①憲法をめぐる情勢と2010年に向けて過半数世論結集・過半数署名等の推進の意思統一を行ないます。②全国・各分野の取り組みの交流、特に今回は地域共同センターの確立と運動に焦点を当てます。③海外派兵恒久法とのたたかいの意思統一・決起の場とします。④名古屋高裁のイラクへの自衛隊派兵違憲判決について当該弁護団からの報告があります。

◎規　模　　250人
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